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「ケ ンブ リッジ現象」 とい う言葉 を最初に 耳に したの は、ケ ンブ リッジ大学 の ヒュー ・ウィッタカー
(HughMrhitaker)助教授 が、2000年12月ごろ、明治大学で講演 した ときの ことであった。 以前か ら同氏
とは知 り合いであ ったが、 「ケ ンブ リッジ現 象」な る言葉 は彼か ら聞い た ことがなか った。その後、 この
言葉 につ いていろいろ調 べて見 ると、そのま まの タイ トルで 、1985年に、TheCembridgePhenomθnonな
る書物 ωが刊行 され てい る ことを知 った。 さ らに、2000年にはその続 編 とも言 うべ き、ThθCambridge
PhenomenonReuisitedとい う著作 ωも刊行 され ていた。
大学 とハ イテ ク企業 との 関係 に興味 を持 っていた筆 者は、 この言 葉 に大 いな る興味 をそそ られた。 そ
こで、この現象を研究 して見 よ うと思 い立ったの である。
大企 業時代が衰退の様相 を見せ、SME(sma11-andmedium-sizedenterprise)が脚 光 を浴び始 め
た1980年代(3)、アメ リカではカ リフォル ニアのシ リコンバ レ 一ー、 あるいはボス トン近郊のルー ト128の
周 辺では 、ハ イテ ク企業(ほ とん どはSME)が 活発な研究活動 、企 業活動 を展 開 していた。 シ リコンバ
レーではス タンフォー ド大学が 、ボス トンではMIT(,MassachusettsInstituteofTechnoiogy)が研 究
活 動やその 実用化 におい て重要な役割 を担 っていた。 あるい は間接 的に、 そ うした活動のサ ポー トを積
極 的に行い 、多 くのSMEが 誕生 していた。以 上の現象は、様々な本や論 文によ って よく知 られてい る。






,Quince&Partners,lheCamb1'idgePhenomenoni?eyisited(Cambridge,2000)。た だ し、 こ の 本 に 関 し て は 、
コ ピ ー ラ イ トの 関 係 で 一 部 分 し か コ ピ ー で き な か っ た の で 、 現 時 点 で は 全 体 を 参 照 で き て い な い 。
(3)SMEの意 義 に つ い て は 、安 部 悦 生 ほ か 『ケ ー ス ブ ッ ク7メ リ カ 経 営 史 』有 斐 閣 、2002のIntroductionとConclusion
を 参 照 。
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イテ ク企業が叢生 してい るこ とが指摘 され てい るω。
しか し、イ ギ リスにおいて も類似 の現 象が発 生 していた のであ り、それ は歴史 的な大学 町であ るケ ン
ブ リッジ周辺 で発生 した。 この よ うなケ ンブ リッジ大学 とハイ テ ク企 業の結 びつ きが、 シ リコンバ レー
やル 一ー・一ト128の現象 と比較 され ることも多 くな った{5)。
わ が国で も、最近、西 口敏宏 の研究 、『中小企 業ネ ッ トワーク レソ ト分析 と国際比較』が上梓 され
た㈲。この著作 は、基本的分析視角 として社会学 的アプ ローチ を取 ってお り、対象は 日本 の中小企業ネ ッ
トワークだけではな く、イ ギ リス、オランダ、 ドイ ツの企業ネ ッ トワー クを取 り上 げてい る。その中で、
イ ギ リスにっい て も、ハー トフォー ドシャー 、オ ックスフォー ド、そ してケン ブ リッジ を取 り扱 ってい
る。 とりわけ、 「第9章 英国 『ケンブ リッジ現象』 を追 う一 ハ イテ ク ・ネ ッ トワー クの隆盛i」と題 さ
れ た章は、筆者 の問題意識 と重な り合 う所 があ る。 もっ とも邦語 文献 でケ ンブ リッジ現象 を正 面か ら取
り上 げた研究 は寡聞 に して これ 以外 には知 らない が、その よ うな研究状 況の空 白をい ささか で も埋 め よ
うとす るのが本稿の課題で ある。
Eケ ンブリッジ現象生成の経緯
(1)ケ ン ブ リ ッジの 地 理 上 の 位 置
生 成の経 緯 を述べ る前に 、まず ケ ンブ リッジの 地理的特 徴を確認 して お こ う。 ケ ンブ リッジは ロン ド
ンか ら北へお よそ50マ イル 、列車 で1時 間ほ どの位 置にあ る。また高速道路 もMl1が ロン ドン ・ケンブ
リッジ間を結ん でお り、 ロン ドンへの交通 は極 めて便利 であ る。 さらに、空港 と して は、 ヒー スロー 空
港、ギャ トウィ ック空港に次 ぐロン ドン地域 の第3位 の空港 として の スタンステ ッ ド空港 を擁iし、空 路
のア クセス も至便であ るω。
ケ ンブ リッジは、 ノ リッジNorwich、ピー ターバ ラPeterborough、イ プス ウィッチlpswich、ペ リー ・
セ ン ト・エ ドモ ンズBuryStEdmondsなどの都 市を含 むイー ス トア ン グ リアEastAnglia地域 の中心都
市であ り、また ケンブ リッジシ ャー の州都 で もあ る。
(2)ケ ン ブ リ ッ ジ市 の 性 格
ケンブ リッジは、周 知の よ うに ケンブ リッジ大学 を中心 に発展 して きた町である。14世 紀以来、数 百
年 の伝 統を誇 るケ ンブ リッジ大学 は 、オ ックス フォー ド大学 と共 に、神学 、哲学 、歴 史学 、法学 、言語
学 、文学、経済学 な どの 中心 的存 在 であった。 しか し、そ うした人 文系、社会科 学系の学問 と共に、ニ
ュー トン以来 の物理 学、化 学 な どの 自然科学 系の分野で もケ ンブ リッジ大学 は世 界的水準 にあった。20
世紀 前半には、キャベ ンデ ィ ッシュCavendish研究所 な どか ら、多 くの ノーベ ル賞 受賞者 を輩出 したが、
ω こ の 点 に 関 して は 今 後 さ ら に 研 究 を 進 め る予 定 で あ る。
(5}シリ コ ン バ レー と ル ー ト128の 比 較 に っ い て は 、 サ ク セ ニ ア ン 、 『三 都 物 語 』 参 照 。
(6)西口 敏 宏 編 『中 小 企 業 ネ ッ トワ ー ク ー レ ン ト分 析 と 国 際 比 較 一 』 有 斐 閣 、2003年
(η本 稿 は 、Segal,Quince&Partners,TheCambr∫dge]Phenomenon:TheCrowthofHighTeehnologyindustryin∂
Univei'sitrTOim(Cambridge,1985)に、 主 に 依 拠 して い る 。
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それ はそ う昔の ことではない(8}。
その よ うな 自然 科学の学 問的伝 統を基盤 に して、ケ ンブ リッジでは 、大学 で開発 され た技術 を基 に、
それ を企業化す る動 きが19世 紀 の末 か らすでに存 在 して いた。 また両大戦間期 に も、有名 な企業が大学
か らス ピンア ウ トして 、 ビジネ スの世界 で もある程 度の成果 をあ げた こ ともあった(9)。
ケ ンブ リッジ市 の人 口は十万人 を越 えないが 、周辺 の地域 、 とりわけ後背地 のイー ス トア ング リア全
体では、1985年ごろには180万人 を数 える。これ以前 の20年 間では 、イギ リス全体 の平均 人 口成長率3%
を大 きく上回 る28%の人 口成長 を記録 してい る(10)。この地域が経済成長 によって、いか に人 口が成長 し
たかが推測で きる。概 して第2次 大戦以降 、イ ギ リスでは 、哺 北問題]と い う表現が使 われ るように、
重工業 の北部地域が相 対的に停滞 しているのに対 し、南部 に位 置す るオ ックス フォー ドや 、 ロン ドン地
域 、イー ス トア ング リア地域 は、高水準 の所得 お よび人 口の増加 地域 と して認識 され てい るω 。 したが
って失 業率 も低 く、経 済的に豊かな地域 と して知 られてい る。
ケンブ リッジは さらに大学町で もあ り、世 界でも指折 りの高等教 育期 間 として 、世 界 各地か ら研究者、
学生 を集 め、 さらに また歴 史的建 築物 によ り、多 くの観 光客 も訪れ てお り、大学 町 と して、観光地 と し
て、経済的に豊か な基盤 を持 ってい る。
(3)ケ ンブ リ ッ ジ大 学 の 構 造
ケンブ リッジ大学はデュアル ・システ ム と呼ばれ る 「学部 とカ レッジの2重 構造」 を持 っている。 端
的に言 えば、学部は国立大学 と言 っても よい存在 であ り、カ レ ッジは全 くのプ ライベー トな組 織であ る(12}。
この国 立の学部組 織 とプライベー トの カ レッジの両者が混在 し、 ともに ケンブ リッジ大学 を形成 して い
るので ある。 この2重 構造 は、fケンブ リッジ現 象」を引き起 こす 上で も大 きな影響力 を持 った。
学部 と しての 工学 部(engineeringdepartment)がケンブ リッジ現象 の大 きな 立役者 で あるが、また ト
リニテ ■一 ・カ レッジ(TrinityCollege)も、ケ ンブ リッジ現象の一一つの核 となったCambridgeScience
Parkを設立す る原動力 であった。
ケ ンブ リッジ現象 とは、大学 とハ イテ ク企業がい わば産学協働 して 、技術 の シー ズを実用化 ・企業化
し、それ を行 うハイテ ク ・ベ ンチ ャー を育成す るこ と、あ るいは 自力で企 業を創業 ・発 展 させ た企業 が
大学の近辺 に叢生 し、互 いに連携 し相乗効果 を高める こと、そ うした現象が、ケ ンブ リッジにおいて1960
年代か ら1990年代 にかけて見 られ たこ とを指す。
先 に触 れた よ うに、ケ ンブ リッジ大学 は人 文系、あ るい は経済学 のジ ョン ・メイナ ー ド ・ケイ ンズ に
代表 され る よ うな社会科学 系の分 野において、多 くの優れた学者 を輩 出 して きた。 だが 、19世紀末 に工
学 部が設置 され る と、その充実 ・発展 は他 のイ ギ リス諸大学の追随 を許 さない ものがあった。 他の大学










(4)大 学 と 企 業 の ス ピ ンア ウ ト ー
以下では、大学 か らス ピンア ウ トした い くっ かの事例 を紹介 し、大学 と周辺企 業の結 びつ きが どの程
度緊密 であったか を論 じる。
最 も旧い時 期に属す るケー ス としては、i881年に設 立 され たTheCambridgeScientificInstrument
Co佃pany(現在は、CarnbridgeInstruments)があ る。 この企 業は、ケ ンブ リッジ大学の メンバーで あった
ダー ウィン(HoraceDarwin)によって設 立 され た。ちなみ に、彼 は、『種 の起源』で有名 なCharlesDarwin
の息子 でもあった価)。同社 は、大学が必要 とす る科学機器 の開発 ・製造 会社 として設立 された。 この企
業にお いて、種 々の優れ た機 器が開発 ・製造 され 、そ の 中に は世界最 初の地震計(seismograph)などが含
まれ ている。
第二の事例 と しては、パイ(W.G.Pye)の例が ある。パ イは上記のScientificInstrumentCompanyで徒
弟 として数年 を過 ご した後 、ケ ンブ リッジ大学 の物 理学研究 所(キャ ヴェンデ ィ ッシュ研 究所)におい て
チー フ ・メカニ ック となった。 しか し彼 は独立 して 、科学 ・教育 目的の特殊機器 の開発 ・製造 を行 うた
めの会社 を設 立 した。そ こでは 、 レー ダー システムの 開発 な どを手 掛 け、研 究開発の 面で抜 きん出た存
在 とな った。1930年代には ラザー フォー ドな どの傑出 した研 究者のた めの機器 を開発 ・製 造 してい る。
以上 のケ ンブ リッジ ・イ ンスツル メ ンツとパ イ ・グル ープ は、現 在 はそれ ぞれエ レク トロニ ック ・イ
ンダス トリーズ社 お よびオ ランダ系の フィ リップ ス社 の一部 となってい るが 、ケ ンブ リッジ現象の生成
に重要 な影響 を与えた。
20世紀の初 めには、ケンブ リッジ大学は 、物理 学 とバイ オ化学 の分 野で拡 充 され 、国際的 に著名 な専
門的研究機 関が設 立 され た。PlantBreedingInstitute〈1912)、NationalInstituteofAgricu1加ral
Botany(1919),InstituteofAnima1Psychology(1948);HoughtonPoultryResearchStation(1948)な
どである。
さらなる発展 は、AeroResearchと呼 ばれ る企 業で、同社は現在は スイ スのCibaGeigyの一部 と成 り、
さらに シバ ・ガイ ギー が ノヴァルテ ィス と成 るに及 んで、そ の一部 と成 った ㈹ 。 同社 は、キ ャ ヴェンデ
ッシュか らのス ピンアウ ト組 みであるN.A,deBruyneによって、合成 レジンを製 造す るために設 立 され
た企業であ った。 また彼 は、空軍のモ スキー ト機 を製造 したMarshalls社と関係 していた{17)。
㈹ ただ し、 ロン ドン大学の一部 であるイ ンペ リアル ・カ レッジは、その 工学にお けるアカデ ミックな水準、また産 業
との関係について も、ケンブ リッジ大学 の工学部 と双壁 と言 われ てい る。
{14)イギ リスでは、一般的に科学(サ イエ ンス)は 尊重 され るが、工業(イ ンダス トリー)や 、それ に連 なる工学(エ
ンジニア リング)に は低い地位 が与え られて いる。
㈹ ちなみに、チ ャール ズ ・ダー ウィンの孫は、1890年代 にケンブ リッジ大学の工学部 を卒業 し、民間鉄鋼企業のボ
ルコ ウ ・ヴォーン社に入社 している。当時、大学卒業者が産 業企 業に職を得る とい うことはかな り珍 しいこ とであつ
た。安部 『大英帝国の産業覇権』213頁参照。
㈹ 安部 『日経文庫 経営史』21!頁参照。(1τ)CambridgePhenonen・n、PP.15-17.
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(5)ケ ン ブ リッ ジ現 象 の 始 ま り
1950年に出版 された ホル フ」r・一一ドHolfordの報告書が議論 の出発点 であ った。その報告書は、ケ ンブ
リッジが地域 の中心都市 としての性格 も持 っていた ことは認 めてい たが、ケ ンブ リッジがアカデ ミズム
を守 る大学 町 として の性格 を守 るべ きであ る と答 申 していた。 これ は、ケ ンブ リッジが産業町 としての
成長 に歯止 めをか けるべ きである ことを意味 してお り、 この報告書 は、1954年に中央 政府 に よって も承
認 された。
最 初 のホル フォー ド ・プ ランの再検討 は、1965年に行われた。産業発展 に対 す る制約 を緩 和 しよ うと
い う動 きであった。ケ ンブ リッジ市 の人 口は 、1951年と比較 して7%増 加 し、9万6000人に達 していた。
(ケンブ リッジ市中心部 とも言 うべ きイ ンナー リングの人 口は 、2万5000人。)
1950年代や1960年代に も、産業発展 にたいす るケンブ リッジ市に よる制約は無視 できない ものであ っ
た。 例 えば、イ ギ リスの代表 的特殊鋼 メーカーで あったTubeInvestmentsはケ ンブ リッジの 中に、ケン
ブ リッジ大学の物理学 部や 工学部 との提 携 を緊密 にす るため に、研 究開発施 設 の建設 を希望 したが 、反
対 が多 く、現実 には ケンブ リッジ市の10マ イル 南の ヒン クス トン ・ホールHinxtonHaUに建設せ ざる
を得 なか った。
ケ ンブ リッジ市 に よる建設不許可 の有名 な事 例 と しては 、IBMが ヨー ロッパの中央研究開発施 設 を
ケ ンブ リッジに建設 しよ うと した時 に、それ が拒絶 され た事例があ る。 また メタルズ ・リサーチMetals
Research社一 同社 はケンブ リッジ大学の冶金学科の博士号取得者 であった コ ウル ズColes兄弟 によっ
て1957年に設立 された企業 であ ったが 、ケ ンブ リッジ市内の施設 の拡張計画の 承認 を得 られ なか った。
しか し、こ うした制約 に も関わ らず 、ケ ンブ リッジでは 、1960年に設 立 されたCambridgeConsultants
や 、1969年に設 立 されたAppliedResearchofCambridgeなどのベ ンチャー ビジネスが発生 しつつあっ
た。 また 中央政府 も1960年代末に、新 しい全国的な技術施設 として、TheComputerAidedDesignCentre
をケ ンブ リッジに設 立 した。ま た既述 の農 業 ・バイオ関係の施設 に加 えて、TheMedicalResearchCouncil
Laboratoryのよ うな医学 関係 の施設 が建 設 された。
大学 と市 の関係 は、 よく知 られてい る よ うに決 してハーモ ニアス とは言 えない面 もあった。大学側 は
ケ ンブ リッジ市 が観光 な どで発展す る ことを必ず しも歓迎 せず 、また市側 も産業 施設の増加 を快 くは思
って いな かった。 しか し、双 方の態度 は、時代 と共 に緩和 され 、産業や アカデ ミックな施設の建 設に理
解が 得 られ るよ うになって きた。大学 も リサーチ ・スチューデ ン ト(主に大学院 生)が将来的 にアカデ ミ
ックな場所 に職 を得 るこ とは困難で あ り、産業 関係 の企業 、研究所 に就職せ ざるを得ない ことを認識 し
始 めていた。
1967年7月、ケ ンブ リッジ大学は 「大学 と科学 に基礎 を置 く産業science-basedindustryとの関係 に
つい て、検討 しうる諸側面 に関 して、詳細 に考察 し、助 言す る」 ためのサ ブ コミテ ィーを、本学本部 に
設置 した。 この委員会の報告書 は委員長 の名前SirNevillMott－波 は キャ ヴェンディ ッシュのヘ ッ ド
であ った を取 って、モ ッ ト・レポー トと呼 ばれてい る。それは1969年10月に刊行 された。モ ッ ト ・
レポー トは、教育 ・科 学研究 と、産業 ・医学 ・農 業にお ける応用研究 との相 互作用interactionの強化
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を力説 してい た。 その報告書は 、州 、市 、大学が 協働 して 、また別個 に↓既存 お よび新規 の科 学産 業や
応用研究所 の限定的な成長 を勧告 していた。 またサイ エ ンス ・パー クの創 出 も推 奨 していた。・
モ ッ ト ・レポー トは、産 業発展 に懐 疑 的な従前 のホル フォー ド ・プ ラン を否 定 しては いなかったが 、
特定 の科 学 に基盤 を置 く産業の発展 は、ケ ンブ リッジに大 いな る利益 を もた らす ことを強調 していた。
新 しい研 究開発 志向の産 業newR&D-orientedindustryは合 理的 な程度toareasonableextentに発展
させ る必要があ る点 を主張 してい た㈲ 。
以上の積極 的な スタンスは、州や 市の政 策 と比較 して、 よ り積極 的な ものであ った。
このモ ッ ト・レポ ー トは 、大学が 関係 す る科 学 ・産 業政 策の転換 点 と広 く見 な され てい る。 イ ギ リス
におい ては、 この よ うな科 学 ・産業 にた いす る積 極 的なス タンスは見 出す ことが で きず 、大学 と産 業 と
の関係 の中で、・モ ッ ト ・レポー トはイ ギ リス最初 の積 極的提言 ともい える もので あった。 この報 告書の
結果 と して 、ケンブ リッジの有力 なカ レッジであ るTrinityCollegeはサイエ ンス ・パー クの建 設に着
手 し、後 にはSaintJohn'sCollegeも規模 は小 さいが、 同様 の施設 の建 設を開始 した。
モ ッ ト ・レポー トは、煙 突型産業smoke-stackと、科 学に基盤 を置 く産業science-basedindustryと
の違 い を明確 に した。ケ ンブ リッジ大 学やケ ンブ リッジ市 は後者 に重 点 を置 いて産 業政策 を進 め るべ き
で あ る との合意 が形 成 され た の で ある。 したが って名 前 も、マ ンチ ェス ター近 郊 の トラ ッフ ォー ド
Traff。rdが有名であ るが、そ うしたイ ン ダス トリアル ・パー クで はな く、サ イエ ンス ・パー クこそケン
ブ リッジに相応 しい との一般的認知 が為 され たのであ る倒 。
そ うした分野 の中には、computing(コン ピュー ター技術),scanningelectronmicroscopy(電子顕微
鏡に よる検査)、associatedsurfaceanalytical(表面検査 技術)andelectronopticaltechniques(電
子工学技術),biosciencesspanning(微細 生物学)な どが含まれ ていた。
1970年代、ケ ンブ リッジ内外 で、新規 のハイ テク企業の叢生が見 られ た。そのほ とん どは コン ピュ・一テ
ィングに関係 していた。 多 くの企業 はあま り気付 かれ ないでいたが、1979年にそ うした数社 が合 同 して
theCambridgeComputerGroupを設立 した時、ケ ンブ リッジが コンピューター関係企業の一 つの重要な
集積 地であ ることが明 らかに なった。も ともと、ケ ンブ リッジはマ ンチ ェスター大学 とほぼ同 じ時 期に、
イギ リス最初 の コンピュー ターを完成 した場所 であ り、その中心は ケ ンブ リッジ大学 であ った。 この時
期は、ア メ リカで世界最初 の コン ピュ・一一ター であ るENIACが 完成 されたの とほぼ同時期で ある。 し
たが って、 も ともとケンブ リッジは コン ピュー タ・一ー一にア ドバ ンテ ッジを持 って いたのであ るc20)。
さらに この よ うなベ ンチ ャー ビジネス を立ち上げ る上で 、当時の五 大銀行の1つ であったバー ク レイ
ズ銀行 が この よ うな小 企業の ファイナ ンスを積 極的 に後押 しした こともハイ テクベ ンチ ャー の創 造に力
を貸す こ とにな った。
以上 をま とめ ると、第一に、ハイテ クベ ンチ ャー の集積 地 としてのケ ンブ リッジには100年 を越 える
長 い歴 史があ る。 その よ うな伝統 に裏 打ち された ものである ことに注 目す る必要が ある。
㈹1bid ・)PP・18-21
〔19)Ibid。
(20)『コ .ンピ ュ ー タ ー200史 』、 参 照
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第二に、ケンブ リッジ市の大学町 としての特殊性がある。重要な科学分野で指導的な力を発揮 してき
たケンブ リッジ大学の存在、煙突型smoke"stackタイプの工業が未発達であった・こと、伝統的な産業や





1984年時 点 で は 、ケ ン ブ リ ッジ地 域 に は322の ハ イ テ ク企 業 が あ り、 さ らに25の 同種 の企 業 が あ る と
推 測 され る。322の 企 業 の4分 の3は 内 生 的 で 、独 立 系 で あ る。25年 前 に は 、 この 数 字 は30で あ り、10
年 前 で もお よ そ100で あ った 。この よ うな 企 業 は 、ケ ンブ リ ッジ通 勤 圏 の 労 働 者 の約30%を雇 用 して い る。
以 上 の 企 業 の 中 に は、SinclairResearchやAcornComputersなどあ よ うな全 国 の マ イ ク ロ コ ン ピュ
ー ター 市 場 で支 配 的 な 地 位 を 占め て い る 有 力 企 業 も あ る。 競 争 優位 を 持 つ 企 業 の 多 くが 属 して い る 分 野
は 、CAD(computeraideddesign)、特 殊 な ハ ー ドウエ アー ・ソフ トウエ アー の デ ザイ ン 、科 学 用 精 密
機 器 くelectronoptics,vacuumtechnology,surfaceanalysis,imageprocessing,ink-jetprinting,
biosciences)などで あ る。
(D創 業 時 期
サ ンプル企業261社は次の よ うな時期 に設 立 され てい る。1960年代 は毎年5社 前後であ ったが、70年
代は10社 を超 える年 も現れ 、特 に1978年は27社 を数 えるほ ど突出 してい る。1979年,1980年は16～
17社ほ どに減少 した が、1981年には30社 に激増 し、83年には33社 に増加 してい る(21)。
ベ ンチ ャー企業 の死亡率が どの程度か に関 しては、正確 なデ ー タはない が、地元 の銀行 筋の情 報では、
ハイ テクベ ンチ ャーのそれ はあま り高 くな いので はないか、 と推 定 され てい る。 通常の小企業 の死 亡率
よ りも、ハ イテ ク企業のそれ は、明 らかに低 い と考 え られてい る。 あ るデ ー タに よれ ば、ケ ンブ リッジ
の失敗率は7%と 推 定 されてい るが 、創 業か ら4年 以内の通常 の失敗 率は30%～40%と い うデー タがあ
るの で、それ と比 べれ ば、 は るか に低 い。 また概 してハイテ ク企 業は失敗率 が通常企 業 よ りも低 い とい
うデー タが ボス トン地域 でも指摘 され てい る(22)。
(2)ハ イテ ク企 業の特徴








その うちイ ギ リス企業 を親会社 として もつ企業が約半数、 アメ リカ企 業 を親 会社 として持 つ企業 が4分
の1、 他 は概 して ヨー ロッパ企業 であ る。 ケンブ リッジ企 業の雇 用、売上 は表1の 通 りであ る。



























ケ ンブ リッジ企業の 出生率 は、1974年以降 、急激 に増加 した。261社のサ ンプル 企業の うち、72社が
1974年以前 の出生であ り、80%近くの企業 が1974年以降 の出生であ る。1974-78年の期 間の有力企 業
には シン ク レア、 エイ コー ン、CIS(CambridgeInteractiveSystemsLimited)などが ある。 以上の企 業
は、ケ ンブ リッジのハイテ ク産業隆盛 の原 動力で あった。ただ し雇用数 は 、1974年以降の企業が70%近
くの従 業員を雇用 してお り、顕著な対照 を見せて いる。
一人 当た り売上(ポン ド)は、1974-78年に創 設 された企業のそれ が、13万8000ポン ドと他の2倍 以
上で あ り、この時期 に設 立 された企業が相対的 に成功 してい るこ とを示 してい る。 これに対 し、1979年
以降 に設立 され た企業は、 まだ企業の優位 を十分 確立 しえていない こ とを伺 わせ る。
表2ケ ンブリッジ企業の分野別集計(1984年) (%)
化 学 ・バ イ オ
電 気設 備(electricalequipment)
電 子 資 本財(capitalgoods)
他 の 電 子 製 品
精 密機 器(inStrUmentengineering)
コ ン ピュー ター ・ハ ー ドウェ ア
コ ン ピュー タ ー ・ソフ トウ ェア







































表2に よると、企 業数 で最多の分野は コンピュー ター ・ソフ トウェアである。 ケ ンブ リッジ企 業の中核
がコ ンピュー ター ・ソフ トウェアで あ ることをは っ きり示す数字 であ ろ う。 しか し雇用 の面 では、精密
機器 が もっ とも多 くの従業 員を雇 用 して い る。 また売 上では、 コン ピュー ター ・ハー ドウェアが23%と
最 大のセクターにな っている。
(3).ケン ブ リ ッ ジ ・サ イ エ ンス ・パ ー ク
ケ ンブ リッジ ・サ イエ ンス ・パー クは、 トリニ テ ィー ・カ レッジの主導に よって建 設 され た施設 であ
り、 ケンブ リッジ大 学の施 設で はない。 また ケンブ リッジ現象=ケ ンブ リッジ ・ハイテ ク産 業 と、ケン
ブ リッジ ・サイエ ンス ・パー ク(CSP)を同一視す る傾 向 もあ るが、 これ は ミス リーデ ィングであ る。CSP
はケ ンブ リッジハイ テ ク企 業の10%あ ま りを占めてい るに過 ぎない。
それ はともか く、上記 の よ うな誤解が 生まれ た背景 にはや は りCSPの 影響 力 も無視で きな いものがあ
った こ との証左で あ ろ う。
CSPは、モ ッ ト・レポ 一ーー トが出 され た1969年の翌年 に、サイエ ンス ・パー クを建設 す る決定が行われ
た。130エー カーの トリニテ ィー ・カ レッジが所有す る土地に建設 され るこ とが決 まった。 中央政府 も当
時 、産 業 と大学 の緊密 な協働 を推 奨 していた ことも追 い風 となった。 その土地 は、第二次大戦 中には戦
車基地で あった。
急 がず に長期 的な接近anunhurriedlong-termapproachを行 うこ とはケンブ リッジの伝統で あった
が、CSPの建設 もその方針 の もとで行 われた。 「ゆった りした接 近lalaid-backapproach{こよって、CSP
は発展 してい った。 と りわけ、CSPの企 業 と大学 の工学部な ど との接触 を増加 させ る方 策が採 られた。
1973年に、Laser-Scan社がCSPの最初 のテナ ン トとな り、1978年まで には、7っ のテナ ン トを獲得 し
ていた。 トリニテ ィー ・カ レッジはイ ンフラの整備 を行 い 、土地 を貸 し出す方 式 をとった。 ス タンフォ
ー ドと同 じ方 式であ る。 また長期 借地を行 った6社 は、 自分 の使いや すいよ うに、 自己費用で 、土地 を
造成 した。
CSPでは、とくに住環境 に注意が払われ、緑 、オー プン ・ウォー ター 、土手の確保 が重視 され た。通常
のイ ンダス トリアル ・パー クでは、建物 と土地の比率は 、1対2で あるが 、CSPでは1対6と い う非常に
ゆった り した土地 スペー スが確保 され た。いかに職場環境 に注意が払 われたか を示 して いる㈱ 。
(4)他 の ハ イ テ クパ ー ク との 比 較
1984年ごろには、シ リコンバ レーでは1200を超 えるハイテ ク企業が19万 人 ほ どを雇用 していた。(サ
ンフ ランシスコ湾近 辺には、加 えて約1000社ほ どのハイ テク企 業が4万 人 を雇 用 していた。)1940年に
は、農 業 を中心 と し、人 口も17万5000人に過 ぎなか った 田舎の町が、1980年には125万人の人 口に達
してい た。 だが、サ ン タクララ郡(シ リコンバ レー)は第二次 大戦後の軍需(航空 ・電子産業)関係 の企業
がス タンフォー ド大 学の近辺 に集 積 したのであ って、単純に ケンブ リッジ と比較す るわ けには行 かない。




連 の企業が叢生 した。す で に戦前 の1938年に設立 され ていたHewlettPackardのよ うな企業 もあったが、
1957年にFairchildSemiconductorが設 立 されたの を皮 切 りに 、Lockheed、IBM、ITTのよ うな大企 業 も
シ リコンバ レー にや って きた。
シ リコンバ レー の発展 は急 速で あ ったが、そのひ とつの重 大な理 由は、宇宙 ・軍需 に関係す る連 邦政
府 な どの 研究 開発 支出 に よる と ころが大 き い。 ま た シ リコンバ レー は 、ハ イテ ク企 業 とはい え、量 産
volumeproductionに乗 り出す企業 が多 く、これ に反 して ケンブ リッジでは、研究、デザイ ン、開発分野
に留まった企業が多 い こともゆっ く りした成長 を もた ら した要因 と考 え られ る。.
シ リコンバ レーの最 も重要 な発展 要因 は、1950年代初 めに、 スタンフォー ド大学 がスタ ンフォー ド ・
イ ンダ ス トリアル ・パ ー クを設 立 し、多 くの企業 をテナ ン トと して誘致 した こ とであろ う。
興味深 い点は 、ス タンフォー ドが企業 をス ピンア ウ トす る率 は、ケ ンブ リッジ と比較 して低い点 であ
る。1960年か ら1969年にかけて、 スタ ンフォー ドはわずか4社 しか大学か らス ピンア ウ トしていない。
これ に対 し、ケ ンブ リッジで は、1974-84年にかけて、29社 が大学 に 関連 してス ピンア ウ トしてい る。
シ リコンバ レーでは 、大学か らの ス ピンア ウ ト迎い うよ りも、 フェアーチ ャイル ドな どか らの企 業ス ピ
ンア ウ トが 中心 であった。
これ に対 し、ボス トンのル ー ト128では、MITからの ス ピンア ウ トが多 く、ケ ンブ リッジに似 てい る。
これ ら以外 の地域では 、1984年時点 では、ス ウェーデ ンのChalmersInstituteofTechnologyが同種
の動 きを示 してい るが 、そ の規模 ははるかに小 さい。
(5)ケ ン ブ リ ッ ジの 企 業 ケ ー ス ー ア ー ム 社
近 年、半導体の設 計開発の分野 で、 アー ムARM社 の名前 をよ く聞 く。 同社 は、半導体 の設計 開発 に
おいて 、高い技術力 を持 ち、 日本 の大手企業や 設計 開発会社 と提携 してい る。 た とえば、半導体 の受託
開発ベ ンチャー であ るエイ ・アイ ・エル(東京 ・中野)と2003年10Aに 、デ ザイ ンパー トナー契約 を結
んだ。 また大手企業 の三菱電機 とも、RISC(縮 小命令 セ ッ トコ ンピューター)コアの ライセ ンス契約
を結ん だ四 。
同社 は、実は ケンブ リッジ所在 のハイテ ク企 業なのであ る。最近 、IMKのスペ シャル番組 で、半導体 の
特集 があ り、 日本企業 がいか に劣勢 にな って いるかの解 説が あった。 アメ リカの一都市で 半導体の コン
ベ ンシ ョンがあ ったが、 日本企 業 を尻 目に颯 爽 と新製 品につい てプ リゼ ンテー シ ョンを行 って いたのが
アーム社で あった。
同社は、ケ ンブ リッジのAcornComputerGroupと、A pleComputerおよびVLSITechnologyの3社
が ジ ョイ ン トで 、1990年11月に設 立 した企 業であ る。 ア ップル 、VLSIは 、ア メ リカ企 業であ るが、
エイ コン社 は生粋 のケ ンブ リッジ企業 であ り、か な りの成 功 を収 めた企 業で あった。 エイ コン社 は1978
年12月 にケンブ リッジで設 立 され たが、 当時 は創業者 のHermanHauserとChrisCurryしかいない典型
(24}「英 ア ー ム 、 日本 で 提 携 先 拡 大j日 経 産 業 新 聞 、2003年lo月24日 。 「三 菱 電 機 とARM、Rlscコア 『ARM7TDMI-s』
の ラ イ セ ン ス 契 約 を 締 結 」http://svww.jp.arrn.com(2003,12.11アク セ ス)
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的 ハ イテ クベ ンチ ャー で あ った 。 しか し、1984年に は400名 以 上 の 従 業 員 を 擁 す る ほ ど発 展 し、 さ らに
1985年に は 世 界最 初 の実 用RISCプ ロセ サ ー を完 成 した 。1990年に 、RISC部 門 はエ イ コン社 か ら
ス ピ ンア ウ トされ 、 上 記 の2社 の資 本 注入 を受 け 、AdvancedRiscMachines(ARM)として独 立 した。 エ イ
コ ン社 は 主 に技 術 を提 供 し、ARM社 の12人 の創 業 時 に お け る 技 術者 はす べ てエ イ コン社 か らの移 籍 で
あ った。
そ の 後 、ARM社 はRISCチ ップ の 開 発 で 世 界 の 主 導 的 な企 業 と成 り、 そ の ライ セ ン ス供 与 を受 け
てい る企 業 は、TI、CirrusLogic,Sharp,GF.CPIessey,Sarnsung,Alcatel,OKI,Rohm,Yamaha,}lyundai,
Microsoft,HP,IBM,Matsushita,SeikoEpson,Qualco㎜,Inte1,LSOLogic,STMicroelectronics,
Fujitsu,Lucent,Philips,Rockwe11,Sonyなどの ほ とん ど全 て のハ イ テ ク優 良 企 業 を含 ん で い る。2003
年 に は、 従 業 員 数 は 、720人を越 え て い る〔25)。
口 結びに代えて
本小稿 は、主に、"TheCambridgePhenomenon"とい う著作 に依拠 して 、ケ ンブ リッジ現 象の生成 と1984
年 ごろの状 況を説明 して きた。 筆者独 自の調 査は まだこれ か らであ り、他 の地域 に関す る著作 も参照 し
なが ら㈱ 、ハイテクベ ンチ ャー を核 とす る地域ネ ッ トワー クの解明 に取 り組 んでゆ きたい。
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